
ノールを含有している製品もあるとのことなので、 注意が必要である。

鏑例10 [原因製品
患者
症状
詰飲時の状況

来腕前の処置
受付までの時間
・処置及び経過

:灯油]
g力月  汝兄
なし
母親が風呂帰降後、 玄関で遊んでいる女児を発見した。 玄関に
置いていりた灯油ポンズりこ触った形跡があり、 口かあ灯油の匂
いがした。
なし。

1時間@I時問30分木満
Ⅹ線撮影、 血液検査するものの異常なし。 点滴。 入院3日。

く担当医のコメントノ
灯油を飲料のぺジ トポ トメレに人れない、 灯油ポシフを子ども・の手の届く と こ

ろに置かないよ うするなど灯油の保管には十分・に注意しでほしい。 ポ・ンプ向性
は灯油が残存していることを知ワておくべきである。 肝油は口腔内に人づた場
合は気化し、 呼吸によ り肺に刮達して肺炎を起こす危険性がある一

⑨事例I@ @原因製品:シンザー@
患者                2歳8力月  愚兄    ，
症状              悪心・嘔吐
誤飲時の状況       父親の仕事場で仕専用に保存していたペヅ トポ卜ル人りのシ

ンナーを少量飲んでしまづな。・ ・       ・
指を入れて吐かせた。
30分未満
無処置で経過観察。

来院前の処置
受付までの時間
処置及び経過

ぞ担当医のコメシトヌ
自宅の一重を父親の仕事場にしており 、 業務用シンず一をべヴ トポトのに移

し替えて使づていた。 幸い、 父親が同じ部屋にいて注意を払っており、 男児が
シンナーを口にしたのも目撃している。 ・一部誤りて飲み込んでしまうたかもし
れないということで受診きれだが、 来院時はロの中にもシンナー臭は全くなく
、 おそらぐ飲んでいたと してもごく少量と思われたため、 処置は行なわず経過
観察と した。 木ジ トポト@ねに業務用シシナーを移し替えて使うべきではなく ・
小児の手の届かないところに置く匝どの工夫が必要である・。

(4)     まとめ

小児による誤歓喜故については、 相変わらずタバコによるものが多い。 タバコ
の誤飲事故は生後6ゲ月からのⅡ年間に発生時期が集申しており 、 ご01年間に
タバコの管理に特段の注意を払 う こ とで、 相当の被害の軽減が図れるはずである。・
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健康被害の間合せ者は、 消費者や学校、 薬局、 消防暑等からの間合せ事例が
920件(89・ 8%)、 受診した医療機関や医師が常駐する特別養護老人ホーム等から
の間合せ事例がI何件(I0・2%)であった。

症状別に見ると、 症状の訴えがあったものは7Oi 件 (68.5%)、 なかったもの
は317件 て肘・ 0%@、 不明のものが6件 (0.6%) であり、 症状中訴えがあウたも
のの割合は平成22 年度とほほ同様であうた ( 表・8 )。

症状別の件数では多い順に咳， 喉の痛み、 息苦しさ等の  「呼吸器症状」 が256
枠 (25.0%)、 眼の違和感、 痛み、 充血等の 「眼の症状」 が241 件 (23.5W)、 悪
心、 嘔吐、 腹痛等の 「消化器症状ゴ が 2.33 件 (22.8W)・ 頭痛、 めまい等の  「神，
軽症状」 が 144件 (14.1%) であり 、 上位を占める4症状の傾向は平成花年度
と!まぽ同様であった。 なお、 「眼の症状」 の う・ぢ、 眼に直接ぱく露したことによ
る事例は234件  (22.9W) であフた。

発生の時期を見る と、 春一夏 (5～9円) にかけでの報告が多かった。 品目別
では、 報告数第I位である殺虫剤による被害が6～9月にかけて多く 、 これが全
体の報告数の傾向に影響を与えている。 また、 洗浄剤が大掃除を行う 12 月に、
灯油が暖房を使m・する1～4月に事例が多いなど、 発生時期に特徴めある品目 も
ある。

また、 曜日別でぼ、 土曜に多い傾向がみられた。 発生時間帯別では午前8陣@
午後I0時の間にほぼ発生しており 、 午前1o@11時の間と午後I6@20時までは
若干多く 、 午前I時～午前5陣頃までが少なく なっていた。 これらの発生頻度ほ
平成 22年度と比較して際だつた変化はなく 、 家庭内での生浩浩動時間に相関し
ている。

(3)

1)

原因製品別考察

殺虫剤、 防虫剤

殺虫剤 ・ 防虫剤に関する事例は270件 (有症率80・4%) で、 そのう ち、 殺虫
剤が前年比 ヱ・0倍 く262件) で横ぱい、 防虫剤は前年比O・9倍 (㎎件! と微減
した。

用途と しては衛生害虫用が旺3件、 不快害出門が酷件であり 、 平成22年度
(201件、 4I件) と比較して不快害虫用の事例の割合が増加した。 また成分で

最も多いのほピシスロイ ド系を含有する製品によるもの (226件) であり 、 平
成22年度と同様の傾向であうた。

被害発生状況と して、 頻度の高い順に@
I・ 乳幼児。 認知症患者等の危険認識能力が十分にないものによる事例
2・ 適用量を明らかに超えて使用した事例
3・ 用法どおり使用したが・、 健康被害が発生したと思われる事例
4・ 本来の用途以外の目的で使用 した事例
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5 E 蒸散型の製品使用中に入室してしまった事例
6 E 人の近辺で使用し A 影響が出た事例
7 E 換気を十分せずに使用 した事例
酊 E 製品を風下から散布し A 吸入しだ又は眼に人った事例
8 (U E スデレƒgで噴射方向を誤‚Ãたことによる事例

(2) E 液体や粉末の製品が飛散し C 吸入した又は眼に入った事例
(3) E 製剤が漏洩し A 吸入した又は眼に人った事例

等が挙げられる B エアƒdデル及び蒸散型の製品は A 手軽に使用できるが A 使用
方法を誤ると健康被害にづながる可能性が高く  A 使用の際には表示等を熟読し A
安全な使用方法等についてよく理解した上で A 用法  E 用量を含めて正しく使用
すべきである B 特に A 一度の噴射で長時間効果が持続するバリ アー用ƒGアゾー
ル (ワンプッシュ式蚊取り撃 の報告件数が平成2I年度9件 E A 平成花年度篆
件 A 本年度 籠 件と著増している B その中でも子どものいたずら:によるものが
38件ど多く  A また A 他の殺虫剤と比較して有症率が高く  A 付着部位の痛みを訴
えることが多いのが特徴である" そのため A 使用方法だけでなく保管場所にっ
いても細心の注意を払 ‚¤べきであ ‚è  A また A チヤイル ドレジスタンスの機能が
ついでいる製品については確実にロ ッタするよ引こ重ねてお願いしたい B

- また A ハチ等の屋外用殺虫剤 A 床下用の木材害虫用殺虫剤 A べランダや軒下
につり下げるタイプの虫よけ剤等 A 居住空間外で使用する製品を居住空間で使
用した事例も多数報告きれた B このよ うな製品は通常居住空間での使用は想定
していないため A 使用場所についても正しく使用するよ う配慮したい B

さらに E 用法どおり蒸散型製品を使用したにもかかわらず A 症状が出現した
事例も報古された B 特に化学物質への感受性が高い人についてほ A 使用する製
品や製品使用後の清掃等に注意したい B

なお A 噴射目が壊れた製品を使用して A 予期しない部位から製剤が噴射され
ぱく露した事例が報告されているよ ‚¤に E 破損した製品を使う ことのないよ う
にしたい"

火災警報器の設置件数が設置義務の拡大によりて増加したため A 蒸散型製品
の使用中に人災警報器が鳴り  A 止めるために入室して蒸散した成分を吸入して
し‚Üうた事例が平成23年度も 11件邦吉きれている B 製品使用中に人災警報器
が作動しないよ ‚¤  A 火災警報器及び蒸散型製品の取扱説明書に従‚Áて事前に対
策を行づたう えで製品を使用し A 使用後は速やかに火災警報器を元の状態に戻
ずこ とを励行したい B その際 A 警報器をビニールで覆‚Áたにも関わらず A 警報
器が作動してしまづた事例が報告されているので A 蒸散型製品に付属の火災警
報器カバーを使用するなど事前の対策は念入りに行う よ うにしたい B

⑥事例f
 E 患者

状況

[原因製品: ピレスロイ ド系殺虫剤 @ワンプソシュ式蚊取りⅡ
俺歳  女児 A 6歳  女児 A 8歳  男児 E 10歳  女児
兄弟でワシフツシュ式蚊取り をかけ合い B それぞれ3回スプレ@分
程度ぽく賭した B
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症状

処置 ・ 転

⑥事例2       @原
思考
状況

症状
処置・転

眼の痛み、 皮膚の痛み ， 発赤 (4名に出現、 眼科処貴俊政善。 皮層
症状は6歳女児のみに出現)

;       外来で処置 (眼科で洗眼 ・ 点眼薬処方、 丑歳女児めみ適職

・製品: ピレスロイ ド系殺虫剤 @スプレータイプH  ・ ・
29歳  男性
注意書きを良く読んでおらず、 屋外専用のエアゾール式の殺虫剤を
通常の殺虫剤と思い、 室内に迷いこんだスズメパチに対して、 玄関
の床がハ トベトになるほど3回噴射した。
浮遊感 ;すぐに改善)

，    家庭内で経過観察

帰

 
因

 
 
 
・
 
 
帰

⑧事例8      @原因製品: ピレスロイ ド系殺虫剤 れ回使い切りタイプⅡ
思考           87 歳  男性
状況・           居室に蒸散型製品を 1缶使用した。 用法どお・02時間以上露ってが

ら室内に入り 、 換気を行った。 ぞの日の夜がら症状が出現した。 蒸
散型製品使用後の掃除不足で部尾に製剤が残つていたことに、 後で
気付いた。

症状           皮膚の痒み 12～白週間で改善)
処置 ・ 転帰    外来で処置 (外用薬処方、 通院牌 目)

⑥事例4
患者
状況

症状
処置・ 転帰

[原因製品: ピレヌロイ ド系殺虫剤 (スプレ@タイプ)・1
丑歳  女性
ヱアゾール式の殺虫剤を床に落と して噴射目が壊れたのに気付か
ずスプレーしたと ころ、 本来の噴射目以外の部位からも製剤が噴射

・ きれ、 顔にかかっね
口腔内 ・ 喉 ・ 眼の違和感 (聖目にほ改善)
大洗， うがい‥ 点眼薬使用・ 家庭内で経過観察

⑨事例5
患者
状況

@原因製品; ピレスロイ ド秦殺虫剤 てⅠ回使い切りタイプけ
37歳  友佳
警報器をビニールで覆づた5えで蒸散型製品を使用したが、 警報器
が鳴つた。 近所に迷惑がかかるといけないと思い、 製品をぶランダ
に出すために入重し、 数分問煙を吸づてじまった。
喉の連和感、 悪心、 頭痛、 眼の痛み (2日間持続)
う・がい ・ 本分摂取、 家庭内で経過観察帰転

状
腎

症
処

また、 防虫剤につい・ては、 過量使用を含む用法誤りや用法どおり使用したが
臭気によ り健康被害が発生したど疑ねれる事例が報告されている。 防虫剤め中
にはナフタ リ ンやパラジク はかベンゼンのよ うな独特の臭気を放つものがあ
るほか， 最近は無臭のピレスロイ ド系製剤に香り をつけた製品も販売されてい
る。 強い匂いを好まない人は購入する際に含有成分や匂いの有無に注煮するよ
うにしたい。

⑨事例6      [原因製品:防虫剤 (ビレヌロイ ド系Ⅱ
患者           2歳  大兄
状況           布団のダニ駆除のために、 シード型の防虫剤を布団にはきんだまま

子どもを寝かせた。 翌朝症状が出現した (用途課凹)。 ・

so



咳、 発疹 (翌朝出現し、
外来で経過観察帰転

状
置

症
処

7 目後も持続)

⑥事例7 [原因製品
患者
状況

:防虫剤 (ピレズロボ ド系)]
24歳 大陸
コートのポケッ トに用量を確認ぜずに防虫剤を t・2個入れて、 その
ままタ ローゼッ トに収納した。10分程度経って使用方法が誤りてい
たことに気が付き、 防虫剤を撤ました。 その際、 匂いが強く 、 症状
が出現した。
喉の違和感

う・がい・ 家庭内で経過観察帰転
代
置

症

処

(参考) 家庭用不快害虫用殺虫剤安全確保マニュアル作成の手引き
http://w冊・nhs. go・ ・ Ⅰmhlw/clie 田al/kate manu/huka血 ait hu㎞ aityu, html

23 洗浄剤1住宅用 ・ 家具用)、 洗剤(洗濯用 ・ 台所用)

洗浄剤及び洗剤に関する事例は・205件 1百定率66B%)で、 平成幼年度亡192
件) と比較して増加した。 そのうち。 洗浄剤に関する事例は前年比1・ 1倍 (176
4牛)、 洗剤に関する事例は前年比0・8倍 (29件シ であった。

成分で最も多いのは、 次亜塩素酸ナ ト リ ウムを含有する塩素系の製品による
もの (97件) であり、 製品形態で多いのはポンプ式スプレー製品 (Iけサ牛) で
あった。 これらについては平成22年度と同様の傾向であった。

被害発生状況と しで、 頻度の高い順に，
I・ 乳幼児、 認知症患者等の危険認識能力が十分にないものによる事例
2・ 複数の製剤が作用し、 有毒ガスが発生したと思われる事例
8， 適用量を明らかに超えて使用した事例
4・ 換気を十分せずに使用 した事例 ‥
5・ マスタ等の保護具を装看していなかったこ とによる事例 ・
6 こ)・ 本来の用途以外の目的で使用した事例

(幻・ すすぎが不十分であったこ とによる事例
[3)， 用法どおり使用したが、 健康被害が発生したと思われる事例

9 れ)・ 人の近辺で使用し、 影響が出た事例
@幻‥液体又は粉末の製剤が飛散し、 吸入した又は目 に人つた事例

等があり 、 被害を防ぐためにほ、 保護具を着用する、 換気を十分に行う、 長持
間使用しない、 適量を使用することに注煮する必要がある。 また、 「2・ 家庭
用品等に係る小児の誤飲事故に関する報自 でも述べたが;小児の手の届く範
囲にこういった製品を放置 ， 保管しないよ う細心の注意を払いたい。

また、 詰替え用製品に起因した事例については以前から注意喚起している と
こるである。 近年では、 詰替えに伴う事故防止の観点から、 特にアルカ リ性の
製品等ではスプレー部分を別のボ トルに付け替える製品も増加してきている。
しがし、 付替え作業時に製剤が飛散するなど、 付替え製品に起因した事例も報
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⑥事例2
愚者
状況

科で生面予防のスプレー・を渡きれており 、 子ども自身で使用しでい
るため、 それと同じように使ったよ うだ。
喉の刺激感、 悪心 (すぐに改善)
うが、・@ ・ 牛乳摂取。 家庭内で経過観察

@原因製品 ;方音 、 消臭 ・ 脱臭剤 (液体ダガプ)]
60歳  女イ生
目薬と液体のトイ レ用の消臭剤を同じ揚所に置いていだため、 間遠
えて消臭剤を点眼してしまっだ。
眼の痛み、 充血
洗眼、 転帰不明

帰転
状
置

症
処

帯鰍
状
腎

症
処

⑥事例3 
患者
状況

Ⅰ原因製品 :芳香 ・ 消臭 ・ 脱臭剤 鰭動噴射・型匡アゾヰノレ)] ・
40歳  友佳
自動噴射型ユアダール式の消臭剤を廃棄しよう として、 屋外で穴を
開けたと ころ、 中身が勢いよく噴射きれた。 噴射が止まるまでI分
程度かかり、 製剤がかからないよ・う に顔は背けていたが、 吸入しだ。
息苦しざ 鱈目改善)
家庭内で経過観察帰褒

状
置

症
処

(参考) 芳春 ・ 消臭 ， 脱臭 ・ 防臭剤安全確保マニ立アル作成の手引き
http://www. nhs. go・ ・ゾmhlw/c巨e㎡caI/kate /ma㈹/boushu，ai ou，hu 巨・ ，df

き) 園妄用殺生 ・ 殺菌剤等

園要用殺生 ・ 殺菌剤等に関する事例は57件 (有症率鴇・7%@ であり。 平成
22年度  (67 件) と比較して減少し、 近年減少が続いている。 そのう ち、 園芸
耳殻虫 ・殺菌剤に関する事例は前年比o. 9 (37 件)、 除草剤は同性0田倍 1I7
ィ牛)、 ・肥料 (植物済力剤等) は同地 1・0倍 (3枠) であった。 成分別では有機
リ ン含有剤が前年比1・0倍 (22件)， ダリ ホサー ト含有剤は同化・Q㏄倍 (6i牛)
であづた。

被害発生状況として、 頻度の高い順に、
1・ マスク等の保護具を装看していなかつたことによる事例
2・ 製品を使用中であることを周知しなかったこ・とによる事例
ョ (I)， 適用量を明らかに超えて使用した事例

(2)・ 乳幼児。 認知癌患者等の危険認識能力が十分にないものによる事
例

等が見られた。 屋外で使用することが多く 、 使用者以外にも健康被害が発生し
ているのが本製品の特徴である" また、・ ・風向きの影響を受けやすいこ ともある
ので、 散布時には保護具を着用し， 付近の住民に製剤を散布する旨周知するこ
をが望ま しい。

また; 散布等の際に機器を使用する製品についてほ、 必ず適切な専用の機器
を使用するこ とを心がげたい。
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平成 23 年度ほ、 消臭剤の容器に入れた園芸害曲用殺虫剤を消臭剤と間違え
て散布した事例や誤った廃棄方法で複数の製品を台所排水口に廃棄したため、
被害に遣った事例が報告きれでいる。 他の製品でも同じこ とであるが、 別の製
品の容器に入れ替えないこ と、 及び、 推奨された廃棄方法以外で廃棄しないこ
とを強く お願いしたい。

⑥? 例1 
患者
状況

症状

処置 ・転帰

⑨事例2
・ 患者
状況

[原因製品 :除草剤 (粉米・穎粒タイプハ
駆歳  友佳
家人が庭に除草剤を散布したことを知らずに、 散布約胡5・時問後か
ら草取り作業を行い、 作業エ時間後から症状が出現した。
喉の痛み・ 頭痛・ 鼻水、 寒気。 眼の違和感 (頭痛は改善したが・ I5
日後も持㈲
鎮痛剤服用、 家庭内で経過観察

[原因製品 :有機り ン系回音害虫用殺生殺菌剤 (液体ダイプ)。@
何歳  男性
散布のための器具がなかつたので、 バケツに液体の殺虫剤の希釈液
をつく づて庭に散布した， しぶきが眼に入づた可能性があり、 直後
に症状が出現した。
眼の違和感 ・ 痛み (2日後にば改善。 受診し異常なしとの診㈱
外来で処置 (点眼薬妊力、 通院 て目-致不明り帰軽

快
置

症

処

⑥亨例呂
患帝
状況

症状

処置 ，転1

症状
処置 ・ 転

[席栂製品 :有機リ ン系園要害虫用殺虫殺菌剤 (液体タイプ)。I
拓哉  安位
家人が園芸害出席殺虫剤の原液を、 ポンプ式スプレータイプの消臭
剤の空き容器に詰め替えていた。 それを消臭剤と間違っで， 玄関の・
マッ トに托回ほど噴霧した除に吸い込んだ。
喉の刺激感、 悪心， 目渇、 しびね、 頭痛， 倦怠感 (受診
がIカ同程度持続)
外来で処置 (経過観察)

⑨事例4
患者
状況

原       :                ・      害 ・              体

種      ・          棄

す
帰

因製品  有機リ ン系園芸
65歳  友佳
樹芸害虫用役虫剤2
したところ、 煙のよ う
頭痛、 発汗、 眼のか
転帰不明

生用殺虫剤 (液

類と展着剤を廃
なものが出て、 吸
み

-後もしびれ

タイプ) /展着剤]

目的て台所の排承口に流
入し症状が出現しだ。

6) 除菌剤

主に除菌を目的と した製品に関する事例は46件 (有症率54・ 3%) であり 、
平成22年度 ;23件) と比較して2倍に増加した。 成分別でほアルョール含有
刺が鍵件、 次亜塩素酸含有製品は5件であった。

被害発生状況と しで、 頻度の高い順に、
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